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資料４ 

神戸市ネットモニターアンケート調査結果 

 

テーマ 多様な人材がくらしやすい環境づくりについて 

調査期間 平成 30 年 2 月 1 日（木曜）～2月 14 日（水曜） 

設問数 全 12問（分岐設問のぞく） 

対象モニター数 4,210 名 

回答モニター数 3,013 名（回答率 71.6%） 

 

【調査結果概要】 

＜市民福祉に関する行動・意識調査について＞ Ｐ2～Ｐ11 

 今後の福祉施策を検討する際の基礎資料とするために、調査を行いました。 

 各種福祉に関する相談窓口について、「どこに相談したらよいかわからない」が 36.7％と

一番高い割合でした。今後、相談窓口の充実を図るとともに、周知のための広報に努めま

す。また、福祉施策がどのように進んでいると感じますかという問いについては、「特に感

じない」が 57.9％と非常に高い割合となりました。地域における課題や福祉に関して、皆

様に関心を持っていただけるよう、効果的な情報発信の方法や仕組みづくりを考えていき

ます。 
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＜市民福祉に関する行動・意識調査について＞ 

本格的な人口減少社会の到来と超高齢社会の進行に加え、安定した雇用の減少による生

活の不安定化、家庭や地域におけるつながりの希薄化など、福祉を取り巻く状況は大きく

変化し、市民の抱える福祉課題も多様化・複雑化しています。このような地域の課題に対

応するためには、市民・事業者・行政がともに協力し合って考え、決定し、取り組んでい

くことが必要です。今後の福祉施策の参考とするため、ネットモニターの皆さまの市民福

祉についての考えをお伺いしました。 

 

問１ 

現在不安に思ったり、困ったりしていることがありますか。（該当するものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「11．その他」  

 ・将来のこと 

・老後のこと            など 

 

 

 

42.6% 

58.9% 

19.5% 

8.6% 

28.6% 

19.9% 

30.7% 

20.3% 

5.8% 

12.2% 

3.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．収入や借金のこと 

2．自分や家族の健康のこと 

3．家族や周囲の人との人間関

係のこと 

4．相談できる知人がいないな

ど、孤独であると感じること 

5．仕事のこと 

6．住まいのこと 

7．子育てや教育のこと 

8．災害や事故にあうこと 

9．買い物やゴミだしなど普段の

生活のこと 

10．不安や困っていることはな

い 

11．その他 

N=3,013 
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問２ 

神戸市では、高齢者や障がい者、子育てや生活困窮など各種の福祉に関する相談窓口を設

置しています。あなたは困っていることや福祉に関する相談を家族や知人以外でどこに（誰

に）相談しますか。（該当するものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「10．その他」  

 ・ネットで調べる  ・家族や知人以外に相談をしない       など 

 

（参考）福祉に関する相談窓口（例） 

・高齢者に関する相談・・・各区役所保健福祉部健康福祉課、あんしんすこやかセンター

（地域包括支援センター）（市内 76 ヶ所、在宅介護の相談や保健福祉サービスの手続きが

できる総合窓口） 

・障がい者に関する相談・・・各区役所保健福祉部健康福祉課、障害者地域生活支援セン

ター（市内 14ヶ所、地域で生活するための相談窓口） 

・子育てに関する相談・・・各区役所保健福祉部 こども家庭支援課、こども家庭センタ

ー（市内に 1ヵ所、子どもに関する相談窓口）、地域子育て支援センター（市内に 12ヵ所） 

・地域における身近な相談・・・地域福祉センター（概ね小学校区に 1ヵ所） 

31.6% 

31.4% 

10.4% 

2.3% 

3.4% 

14.9% 

2.4% 

2.5% 

36.7% 

5.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．区役所 

2．市が設置している相談窓口 

3．社会福祉施設や福祉サービス事業者 

4．社会福祉協議会 

5．地域福祉センター 

6．医療機関 

7．ＮＰＯ 

8．民生委員・児童委員（主任児童委員

含む） 

9．どこに相談したらよいかわからない 

10．その他 

N=3,013 
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問３ 

社会福祉法の改正（平成 28 年 4月 1日施行）により、社会福祉法人（特別養護老人ホーム、

保育所、障害者支援施設など保健福祉サービスを提供する法人）に「地域における公益的

な取り組み」を行う責務が明確化されました。 

社会福祉法人が地域においてどのような役割を果たしていると感じますか。（該当するもの

すべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「8．その他」  

 ・どこに社会福祉法人があるかわからない 

・何をしているか見えない        など 

 

（参考）各区社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット） 

各区の社会福祉法人を中心に、「各区社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット）」

を設置し、地域における様々な地域福祉課題への対応について連携しながら、協議・情報

交換を行っています。 

 ごみ屋敷問題のような制度の狭間の問題や子どもの貧困などの地域福祉課題への対応を

協議するネットワークです。 

27.3% 

15.6% 

20.8% 

8.4% 

9.7% 

8.7% 

45.0% 

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．保健福祉に関する知識や情報提供 

2．地域での困りごとの相談活動 

3．施設開放や行事の主催など地域との交流

活動 

4．制度では対応できない困りごとへの対応 

5．災害時における各種支援活動 

6．何も役割を果たしていない 

7．わからない 

8．その他 

N=3,013 
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問４ 

地域活動（美化活動や見守り活動、スポーツ等の活動、防犯活動等お住まいの地域におけ

る活動）に参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．参加した

ことがある 

35.8% 

2．参加した

ことがない 

64.2% 

N=3,013 
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＜地域活動に参加したことがある方＞ 

問４－１  

参加した地域活動はどれですか。（該当するものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「9．その他」  

 ・青少年育成協議会 

・こども会 

・老人クラブが実施する友愛奉仕活動           など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.1% 

28.5% 

43.1% 

4.6% 

9.2% 

6.1% 

24.3% 

40.9% 

1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．環境美化活動 

2．スポーツ等、子どもをサポートする活

動 

3．PTAや学校の登下校の見守り等学

校に関わる活動 

4．高齢者や障がい者を対象とした見守

り等の福祉活動 

5．まちづくり全般に関する活動 

6．健康づくりの活動 

7．防災や防犯に関する活動 

8．自治会や婦人会、ふれあいのまちづ

くり協議会等地域団体の活動 

9．その他 

N=1,079 
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＜地域活動に参加したことがない方＞ 

問４－２ どのような条件が整えば、地域活動に参加しますか。（該当するものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「12．その他」  

 ・こどもと一緒に参加できる 

・お知らせや告知があると予定が組みやすい     など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.7% 

24.5% 

40.2% 

26.2% 

24.8% 

28.4% 

13.5% 

12.6% 

50.2% 

2.7% 

8.1% 

3.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．短い時間で参加ができる 

2．体力的に参加可能な内容である 

3．活動の場所や内容といった情報を簡

単に入手ができる 

4．自分の知識・技能を活かすことができ

る 

5．自分の生活（自己啓発）に役立てるこ

とができる 

6．少額でも報酬を得ることができる 

7．仲間と一緒に参加することができる 

8．活動について公的な支援がある 

9．自宅から近い地域で活動できる 

10．自宅から少し離れた地域で活動で

きる 

11．今後も参加するつもりはない 

12．その他 

N=1,934 
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問５ 

平成 25 年 4 月に、神戸市では災害時要援護者※（以下、「要援護者」という）の支援に

関する条例が定められています。条例では、災害時に１人でも多くの方を助けるために、

平常時から要援護者への支援の取組みを希望する地域の支援団体に対し、市が保有する要

援護者情報を提供する仕組み等を規定しています。情報を提供する際は、同意（みなし同

意含む）に基づく方式をとっています。 

あなたやご家族に災害時要援護者の対象となる方がいた場合、災害時に地域の支援団体

から避難などの支援を受けるため、あなたやご家族の情報を地域の団体に提供することを

希望しますか。（地域の支援団体は、神戸市と守秘義務などの協定を結んでいます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※災害時要援護者： 

災害時に安全な場所への避難や避難場所での生活において周りの助けを必要とする方。 

介護保険の認定を受けている人、各種障害者の手帳を持っている人、単身の６５歳以上の

人、同居している人全てが７５歳以上の人、グループホームで暮らしている人、難病の人・

乳幼児・妊産婦のほか災害時に自力での非難が難しい方。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．希望する 

74.7% 

2．希望しな

い 

25.3% 

N=3,013 
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問６ 

地域の支援団体が避難などの支援を行うために支援者（ボランティア）が必要となります

が、支援者として共助の取組みに参加したいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜支援者として共助の取組みに参加したくない方＞ 

問６－１ 参加したくない理由は何ですか。（該当するものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「6．その他」  

 ・自分と家族のことで精一杯 ・体力的に自信がない      など 

1．参加した

い 

5.6% 

2．機会があ

れば、参加

したい 

59.5% 

3．参加した

くない 

10.3% 

4．わからな

い 

24.6% 

N=3,013 

39.8% 

9.7% 

33.0% 

16.5% 

26.2% 

19.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．取組みを行う時間がない 

2．参加の仕方がわからない 

3．何をするのかわからず不安 

4．災害時要援護者の個人情報の管理

が不安 

5．地域活動にあまり興味がない 

6．その他 

N=309 
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問７ 「成年後見制度※」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※成年後見制度：認知症、知的障害、精神障害などで判断能力が不十分な方が安心して生

活が送れるように、ご本人の財産や権利を保護し生活を支援する制度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．名前も、

内容も知っ

ている 

40.8% 

2．名前を聞

いたことが

あるが、内

容までは知

らない 

40.7% 

3．知らない 

18.5% 

N=3,013 
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問８ 

神戸市では、平成 28 年 3 月に「“こうべ”の市民福祉総合計画 2020※」を策定し、あら

ゆる人が居場所と役割を得て生活できる地域社会の実現（ソーシャル・インクルージョン）

を目指しています。そのために、市民・事業者・行政が連携しながら、福祉施策を進めて

いるところです。 

数年前と比べてどのように進んでいると感じますか。（該当するものすべて） 

 

「10．その他」  

 ・日常生活の中で実感がない。広報紙などでもっと情報発信をしてもらいたい 

・あまり関心がなかったので、状況が変化しているかわからない 

・住民の交流が限定的                          など 

 

※「“こうべ”の市民福祉総合計画 2020」について、詳しくはこちら 

http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/health/shiminfukushi/plan2020.htm

l 

 

 

12.8% 

11.2% 

9.6% 

5.2% 

3.6% 

4.2% 

7.5% 

4.5% 

10.9% 

1.5% 

57.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．福祉サービスが充実してきている 

2．生活の困りごとを幅広く相談できる場所ができて

いる 

3．認知症の人や障がい者、外国人など多様な人へ

の思いやりや寛容さが広がっている 

4．高齢者から若い世代まで様々な世代が地域活動

へ参加し、地域において一定の役割を果たしている 

5．地域の問題に関心を持ち、住民主体で解決する

仕組みができつつある 

6．普段から地域の人とつながりがあり、災害時に近

隣の人と助けあうことができる地域になってきている 

7．有償ボランティアのような様々なしごとの形が増え

てきている 

8．在宅勤務など個人のライフスタイルにあった多様

な働き方を確保する取組みが進んでいる 

9．地域に人々が集う様々な居場所が増えてきている 

10．その他 

11．特に感じない 

N=3,013 

http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/health/shiminfukushi/plan2020.html
http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/health/shiminfukushi/plan2020.html
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【性別】 【年代】 

  

【居住区】 【職業】 

  

 

 

 

 

 

男性 

30.1% 

女性 

69.9% 

N=3,013 
１８～２０

歳代 

5.5% 

３０歳代 

26.1% 

４０歳代 

30.6% 

５０歳代 

18.9% 

６０歳代 

13.0% 

７０歳代

以上 

5.8% 

N=3,013 

東灘区 

15.3% 

灘区 

10.4% 

中央区 

9.9% 

兵庫区 

5.5% 北区 

13.3% 
長田区 

5.2% 

須磨区 

11.3% 

垂水区 

15.0% 

西区 

14.2% 

N=3,013 

フルタイ

ム 

31.6% 

アルバイ

ト・パート

（契約・

派遣含

む） 

20.4% 

自営業・

自由業 

5.1% 

家事専

業 

26.9% 

学生 

2.0% 

無職 

11.0% 

その他 

3.0% 

N=3,013 


